
設計条件

上載荷重　　　　 　　　　 　　　図　　示
コンクリ－トの単位体積重量　　γc=24.5 KN/m3
土の単位体積重量　　　　　　　γs=18.0 KN/m3

土の内部摩擦角　　　　　　 　　φ=30°

摩擦係数　　　　　　 　　  　　μ=0.5

背面形状　　　　　　　　　　　 水平

必要地耐力　　　　　　　　　　　図　　示

特記事項

※擁壁底部施工前には、必ず土質試験（三軸圧縮試験）

※支持力確認試験は平板載荷試験
もしくはスウェ－デン試験を行うこと。簡易支持力測定器（キャスポル）は
施工管理等で用いられる試験であるため、主たる原位置試験（平板載荷試験
スウェデン試験）の補完用として用いること。

を行うこと。

（許容支持力120KN/㎡以上の場合）

※上記2項について試験結果を事業者及び滋賀県に報告すること。
※検査時において、不可視な部分は工事写真にて確認できること。

設計者に報告のうえ、
再検討を行い変更等に係る処理を行うこと。
又、設計条件と相違がある場合は、事業者及び

※地盤条件が変化する場合や構造等を異にする箇所について有効に伸縮目地を設けること。

必要地耐力が得られない場合は必要地耐力を満足するよう地盤改良等を実施すること。

L 型 擁 壁
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L型擁壁　PL-800　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=41(KN/㎡)以上】
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L型擁壁　PL-900　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=49(KN/㎡)以上】
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　 重 力 式 擁 壁 　
S=1:20

（標準図）
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L型擁壁　PL-900　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】

【必要地耐力　 Q=49(KN/㎡)以上】FH=97.60
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法定外道路等管理条例承認申請対象箇所
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重力式擁壁　G-800

設計条件

上載荷重　　　　 　　　　 　　　図　　示
コンクリ－トの単位体積重量　　γc=23.0 KN/m3
土の単位体積重量　　　　　　　γs=18.0 KN/m3

土の内部摩擦角　　　　　　 　　φ=30°

摩擦係数　　　　　　 　　  　　μ=0.5

背面形状　　　　　　　　　　　 水平

必要地耐力　　　　　　　　　　　図　　示

【上載荷重　 　Q=5(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=31(KN/㎡)以上】
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8/14

事業者名 株式会社ときわ技建工業

トーワ測量株式会社

図示

2023年12月18日

豊郷町大字下枝宅地造成事業
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重力式擁壁　G-900

【上載荷重　 　Q=5(KN/㎡)】

【必要地耐力　 Q=31KN/㎡)以上】
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法定外道路等管理条例承認申請対象箇所
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重力式擁壁　G-800

【上載荷重　 　Q=5(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=31(KN/㎡)以上】
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重力式擁壁　G-800

【上載荷重　 　Q=5(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=31(KN/㎡)以上】
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L型擁壁　PL-800　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=41(KN/㎡)以上】
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張コン又はモルタル詰

集 水 桝 付 近 詳 細 図
S=1:20

（詳細平面図）
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（B500×L500×H550）

（側面図）

　（重力式擁壁）

（補強鉄筋図）

補強鉄筋D13 l=570×4本

補強鉄筋D13 l=530×4本

重力式擁壁　G-950

コンクリ－ト18-8-40

補強鉄筋D13 
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【上載荷重　 　Q=5(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=58(KN/㎡)以上】
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L型擁壁　PL-1000　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=60(KN/㎡)以上】
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法定外道路等管理条例承認申請対象箇所
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L型擁壁　PL-900　（Ｌ形擁壁システムＡ1　中地震）

（認定宅造用）　丸栄コンクリ－ト工業㈱製

【上載荷重　 　Q=10(KN/㎡)】
【必要地耐力　 Q=49(KN/㎡)以上】
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法定外道路等管理条例承認申請対象箇所
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※見高500以下はモルタル充填
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設計条件

上載荷重　　　　 　　　　 　　　図　　示
コンクリ－トの単位体積重量　　γc=23.0 KN/m3
土の単位体積重量　　　　　　　γs=18.0 KN/m3

土の内部摩擦角　　　　　　 　　φ=30°

摩擦係数　　　　　　 　　  　　μ=0.5

背面形状　　　　　　　　　　　 水平

必要地耐力　　　　　　　　　　　図　　示
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水抜孔塩ビ管φ75mm、1本/2㎡（吸出防止材□300）

構 造 図
（ 擁 壁 関 係 ）
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占用許可　豊地第17号　令和6年1月19日


